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令和７年度 第 15回 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会 議事録 

 

1 日  時 令和８年３月 17日（火） 14時 00分～16時 00分 

2 場  所 千葉市役所 高層棟３階 XL会議室 301 

3 出 席 者 

≪委員≫21名（代理出席２名） 

（※下線はＷＥＢ参加者） 

藤井敬宏会長、岩井阿礼副会長、松野由希委員、名取信子委員、大石千惠委員、 

大里千春委員、坂本雅雄委員、伊藤勉委員、福浪新一委員、渡邉孝雄委員、岸真理委員、 

落合真奈美委員、山田京子委員、髙山豊明委員、太田道子委員、秋葉秀樹委員、 

稲増真木子委員、長瀬正一委員、石橋徹委員 

（代理：重松景則様、板屋充様） 

（欠席：髙梨園子委員、宮本貴史委員、植草定夫委員、渋谷圭委員、藤代誠委員、 

髙瀬奈歩委員、皐月裕美子委員） 

≪事務局≫３名 

 交通政策課 石野課長、中原主査、鶴岡技師 

≪傍聴≫０名 

 

4 議事次第 

 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議題 

第１号 千葉市地区別バリアフリー基本構想（JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール都賀

地区）（案）について 

ア JR蘇我地区について 

イ JR鎌取地区について 

ウ JR/モノレール都賀地区について 

４ 報告事項 

（１）千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等における意見への対応状況について

【第 14回協議会】 

（２）特定事業計画（JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール都賀地区）の公表について 

 ５ 閉会 

  

 

  



2 

5 配付資料 

〈共通資料〉 

・次第 

・委員名簿 

・座席表※当日机上配布 

〈議題第 1号について〉 

・資料１-１ 地区別バリアフリー基本構想（JR蘇我地区）（案） 

・資料１-２ 地区別バリアフリー基本構想（JR鎌取地区）（案） 

・資料１-３ 地区別バリアフリー基本構想（JR/モノレール都賀地区）（案） 

・資料１-４ 第 14回協議会からの変更点 

〈報告事項（１）について〉 

・資料２ 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等における意見への対応状況【第 14

回協議会】 

〈報告事項（２）について〉 

・資料３-１ 特定事業計画一覧（JR蘇我地区） 

・資料３-２ 特定事業計画一覧（JR鎌取地区） 

・資料３-３ 特定事業計画一覧（JR/モノレール都賀地区） 

〈参考資料〉 

・資料４ 掲載依頼ポスター一覧 

 

6 議事の概要 

（1）千葉市地区別バリアフリー基本構想（JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール都賀地区）（案）

について 

事務局より説明し、質疑応答の後、全会一致で了承された。 

 

（2）千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等における意見への対応状況について【第 14

回協議会】 

事務局より説明し、質疑応答を行った。 

 

（3）特定事業計画（JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール都賀地区）の公表について 

事務局より説明を行った。 

 

 

 

  



3 

＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

定刻となりましたので、これより第 15 回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会を開

催いたします。本日は大変お忙しい中ご出席いただきありがとうございます。本日の司会

進行を務めさせていただきます交通政策課の中原と申します。よろしくお願いいたします。 

まず、本会議開催にあたりまして、開催直前で議題が変更となったこと、大変申し訳ご

ざいませんでした。当初予定しておりましたバリアフリーマスタープランの中間評価につ

きましては、次回の協議会でご審議いただきたいと考えております。議題の変更に伴い、

当初議題の第２号で予定しておりました地区別基本構想、蘇我・鎌取・都賀地区を議題１

号に繰り上げております。 

 

それでは手元に配布している資料の確認をいたします。 

・次第 

・委員名簿 

・座席表※当日机上配布 

・資料１-１ 地区別バリアフリー基本構想（JR蘇我地区）（案） 

・資料１-２ 地区別バリアフリー基本構想（JR鎌取地区）（案） 

・資料１-３ 地区別バリアフリー基本構想（JR/モノレール都賀地区）（案） 

・資料１-４ 第 14回協議会からの変更点 

〈報告事項（１）について〉 

・資料２ 千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等における意見への対応状況【第 14

回協議会】 

〈報告事項（２）について〉 

・資料３-１ 特定事業計画一覧（JR蘇我地区） 

・資料３-２ 特定事業計画一覧（JR鎌取地区） 

・資料３-３ 特定事業計画一覧（JR/モノレール都賀地区） 

・資料４ 掲載依頼ポスター一覧 

でございます。 

不足はございませんでしょうか。 

 

本日は委員 28名中、委員 19名、代理出席 2名となっており、千葉市バリアフリー基本

構想推進協議会設置条例７条第２項に規定された半数以上の委員の出席であることから、

本会議は成立していることをご報告申し上げます。 

また、議事の公開につきましては、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会議事運営要

綱により公開することとなっております。本日傍聴の方はいらっしゃいません。 
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２ 会長挨拶 

続きまして、当協議会の会長である藤井敬宏様よりご挨拶を頂戴します。よろしくお願

いいたします。 

 

【藤井会長】 

藤井でございます。皆様こんにちは。今日はお手元に非常に膨大な資料が上がっており

ます。本来であれば地区別という形で自治体が１つずつ取り組むぐらいの内容なのです

が、それを１年間に３つもやっているということで、事務局は大変だったかと思います。

内容を拝見すると、まち歩き点検ワークショップであったり、地区別あるいは事業者ワー

キンググループであったり、子育て世代アンケートであったり、非常に幅広い皆様方のご

意見をいただいており、皆様方のご協力があってこそ、この形になったと感じる内容にな

っております。 

本日は、地区別基本構想という形で皆様方にお諮りをして、後ほど採決を取らせていた

だくことになりますが、事務局より丁寧なご説明をいただきながら進めたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局】 

藤井会長、ありがとうございました。 

 

３ 委員紹介 

≪委員 紹介≫ 

続きまして、人事異動に伴い新たに委嘱された委員の方をご紹介いたします。 

・千葉県警察本部交通部交通規制課長 並木智彦様ですが、 

３月 16日付けの人事異動に伴い渋谷圭様に変更となりました。本日欠席とのご連絡

を受けております。 

・千葉県警察本部千葉市警察部総務課長 沖淳様ですが、 

同じく３月 16日付けの人事異動に伴い藤代誠様に変更となりました。本日欠席との

ご連絡を受けております。 

 

≪代理出席者 紹介≫ 

続きまして、代理出席の方をご紹介いたします。 

・東日本旅客鉄道株式会社千葉支社企画総務部企画部長 尾関崇様ですが、 

欠席のご連絡を受けており、代理で重松景則様です。 

・京成電鉄株式会社鉄道本部計画管理部鉄道企画担当課長 浅岡祐介様ですが、 

欠席のご連絡を受けており、代理で板屋充様になります。 

 

それではこれからの議事進行につきましては藤井会長にお願いいたします。藤井会

長、よろしくお願いいたします。 
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４ 議題 

第１号 千葉市地区別バリアフリー基本構想（JR 蘇我、JR 鎌取、JR/モノレール都賀地区）（案）

について 

【藤井会長】 

それでは議題第１号になります。「千葉市地区別バリアフリー基本構想（JR蘇我、JR鎌

取、JR/モノレール都賀地区）（案）について」につきまして、事務局よりご説明をお願い

いたします。 

【事務局】 

それでは、議題第１号、地区別バリアフリー基本構想 JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール

都賀地区について説明します。 

まず、地区別基本構想の考え方についてご説明をします。 

令和３年３月に策定いたしました千葉市バリアフリーマスタープランにおいて、優先的

にバリアフリー化の促進が必要な地区である促進地区を 22地区位置づけております。その

促進地区内にさらに重点整備地区を設定し、具体的なバリアフリー化に向けた事業を位置

づけるため、地区別に基本構想を策定しようというものになります。本市では令和３年度

に策定した稲毛地区、令和５年度に策定をした千葉都心地区に続いて、今回の３地区を策

定しますと、計５地区となります。地区別基本構想では、基本的に促進地区のエリアの内

側に重点的かつ一体的にバリアフリー化を行う必要がある地区として、重点整備地区の区

域の他、その重点整備地区内にある生活関連施設ごとに具体的なバリアフリー化に向けた

事業などを位置づけることとなっております。 

 

それでは内容の説明に入ります。 

お手元に配布をさせていただきました資料１の４種類をご確認ください。資料１-１、資

料１-２、資料１-３は、今月末に策定・公表予定の地区別バリアフリー基本構想 JR蘇我、

JR鎌取、JR/モノレール都賀地区（案）になります。 

 

蘇我・鎌取・都賀地区では、令和６年度から２年にわたりまして取り組みを進めてまい

りましたが、初年度である令和６年度は、利用者である高齢者や障害者の皆様などによる

地区ワーキンググループの活動として、市民参加のまち歩き点検などを実施することで市

民意見を伺い、配慮事項の整理などを行いました。 

令和７年度につきましては主に、各施設設置管理者様などによる事業者ワーキンググル

ープとして、特定事業及び特定事業計画の検討に関する事業者への説明会を実施し、地区

別基本構想策定の目的や趣旨をご説明した上で、特定事業の設定や内容検討についてのご

協力をお願いいたしました。検討にあたりましては過年度策定した稲毛地区、千葉都心地

区の事例などをもとに各施設設置管理者様と協議調整を進めてきたほか、合同意見交換会

の開催なども行ってまいりました。 
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その結果、ほぼすべての施設管理者様にバリアフリー化に関する事業を特定事業として

位置づけていただくことができ、本日当協議会において地区別バリアフリー基本構想をお

示しするところです。この後、委員の皆様方にご審議をいただきまして内容のご承認をい

ただければ、今月末の策定公表を予定しております。 

 

計画全体の構成は骨子案として、前回の第 14回協議会においてご承認いただいておりま

すが、その際にご説明申し上げた通り、一部の生活関連施設において具体的なバリアフリ

ー化に向けた事業である特定事業が未作成の状態でございました。 

資料１-４の方で、その後、特定事業を作成いただいた箇所など、前回の第 14 回協議会

から変更となった箇所を表示しております。 

今回はこの資料１-４を用いて、前回の第 14 回協議会からバリアフリー基本構想におい

て変更となった箇所を中心にご説明いたします。 

 

まず１つ目の変更点です。 

第１章「地区別バリアフリー基本構想策定にあたって」のうち、合同意見交換会の意見

概要の中に、都賀地区に関していただいた意見の反映が漏れておりましたので、当日頂い

たご意見及び当日の回答を追加いたしました。これは３地区全ての基本構想に追加してお

ります。 

 

続きまして２つ目の変更点です。 

第２章「バリアフリー化に向けた基本的な方針」のうち、地区の現状の項目で、旅客施設

乗降客数、バス便数、高齢化率などの詳細データを追加いたしました。蘇我地区、鎌取地

区、都賀地区、それぞれの基本構想について、旅客施設乗降客数（2024 年度）、バス便数

（2025 年度）、生活関連施設数、生活関連経路の延長、500m 圏人口・高齢者数及び高齢化

率を追記しております。JRの旅客施設乗降客数は公表値を２倍にした数値で算出し、バス

便数は各社ホームページ等を参考に作成したものです。 

 

続きまして３つ目の変更点です。 

第４章の「移動等円滑化に関する事項」について、事務局から各施設管理者へ求める事

項である配慮事項の変更を行いました。 

第 14 回協議会での「配慮事項記載の「車椅子使用者用トイレへの優先利用の表示」は、

車椅子使用者のみへの啓発と伺えるため、それだけではなく幼児連れやベビーカー利用者

など、真に必要とする人が使える施設であることを啓発してほしい」とのご意見を踏まえ

て、該当する旅客施設・建築物・都市公園での配慮事項内容を変更しております。 

当初は「車椅子使用者用トイレに優先利用の表示」としておりましたが、「車椅子使用者

用トイレや多機能トイレを含むバリアフリートイレに優先利用の表示」と表現を改め、バ

リアフリートイレに対して、真に必要とする人が使用できるようにするための啓発を求め
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ております。この啓発として、事務局より３地区における各施設管理者に資料４に示す啓

発ポスターを周知し、掲示の依頼を行っております。この配慮事項の変更を踏まえ、JR、モ

ノレール、区役所等の複数の施設で特定事業内容の修正が行われております。 

 

続きまして４つ目の変更点です。 

第５章「特定事業」の一覧について、前回の第 14回協議会で調整中となっていた施設の

うち、新たに特定事業として追加された施設を一覧として反映しております。４ページ目

をご確認ください。新たに追加された特定事業についてご紹介をします。 

まず JR蘇我地区について説明します。JR蘇我地区におきましては、公共交通特定事業で

は、京成バス千葉イースト株式会社、小湊鐵道株式会社を追加しております。 

京成バス千葉イーストでは、ノンステップバス等のバリアフリー車両の普及促進、バス

停留所の環境整備、停留所における案内の充実、運転手研修の実施、マナー啓発の実施な

どの計６事業を継続事業として位置づけていただきました。 

一方で小湊鐵道では、ノンステップバス等のバリアフリー車両の普及促進、車椅子使用

者のみではなくベビーカー利用者等の多様な利用者への適切な対応について乗務員の教育

の実施、バス利用のマナー啓発の実施などの計５事業を継続事業として位置づけていただ

き、特に車両の項目で優先席の色分けについて継続事業として取り組んでいただきます。 

これら２社のバス事業者には、令和８年度から 12年度に実施予定の短中期事業として位

置づけた事業はございませんが、要望等に応じて適宜実施していただきます。 

建築物特定事業におきましては、文化・教養・教育施設として宮崎小学校、大規模店舗と

してアリオ蘇我、フェスティバルウォーク蘇我、ベイフロント蘇我、宿泊施設としてドー

ミーイン千葉 City.Sogaを追加しています。 

施設種別ごとに１例ずつご紹介させていただくと、文化・教養・教育施設の宮崎小学校

では、貸出し用の車椅子の設置と貸出しの対応、職員による障害者等への案内やサポート

の充実を継続事業として取り組んでいただきます。 

大規模店舗のアリオ蘇我では、駐車場、案内設備、その他設備、人的対応・心のバリアフ

リーの項目について、計 10事業を位置づけていただいております。特に短中期事業として

は、身体障害者用駐車マスへの屋根の設置と、車両後方から車椅子の乗降が可能な奥行き

の確保の検討、利用者などの駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックなどを遮ら

ないような配慮の実施、案内表示の色づかいの工夫、インフォメーションのカウンターテ

ーブル、ユニバーサル電話を車椅子使用者が接近しやすい構造とすることの検討、トイレ

前通路へのベンチの設置の検討を実施いただきます。 

宿泊施設のドーミーイン千葉 City.Soga では、障害者等の利用設備の前に物を置いたり

しないよう適切な運用を行うことを継続事業として実施していただきます。施設管理者と

の調整の結果、ハード整備、ソフト整備ともに施設の運営方針の中で大きな制約があると

のことで、位置付け事業が１事業となってしまいましたが、今後の基本構想におけるスパ

イラルアップ等の中で、引き続き事業の追加等を依頼してまいります。 
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次に、鎌取地区についてご紹介します。 

公共交通特定事業では、蘇我地区同様、京成バス千葉イースト、小湊鐵道を追加してい

ます。位置付け事業は蘇我地区と同様です。 

建築物特定事業では、文化・教養・教育施設として県立千葉聾学校を追加しています。県

立千葉聾学校では、支援ツールについての提供とホームページ等を活用した案内の拡充、

エレベーターや車椅子使用者用トイレへの優先利用の表示、筆談用具やコミュニケーショ

ン支援ツールの設置、設置を示す案内の表示、多様な利用者への適切な対応について職員

の教育や研修を実施などの計６事業を継続事業として位置付けていただきました。優先利

用の表示につきましては、記載が旧の表記となっておりますが、回答の確認が取れ次第、

「バリアフリートイレ」と記載を変更し、公表に向けて整備してまいります。 

 

最後に都賀地区についてご紹介をします。 

公共交通特定事業では、蘇我・鎌取地区同様に京成バス千葉イーストを追加しています。

蘇我・鎌取地区と異なる点は、ベンチの設置等については現状都賀地区において整備の方

針がないとのことで、バス停留所の環境整備の位置付けを削除し、また蘇我・鎌取では完

了していた GTFS 化について未対応であることから、GTFS の静的なデータ提供により利用

者への案内情報拡充を目指すことを継続事業として追加しております。 

建築物特定事業では、大規模店舗としてマルエツ新都賀店を追加しております。マルエ

ツ新都賀店では、上下移動、トイレ、案内設備、その他設備、人的対応・心のバリアフリー

の項目で、計 10事業位置付けていただいております。特に短中期事業としては、階段の行

先を点字で表示する旨を記載いただいておりますが、前倒しで実施いただき、既に施設内

の 12 箇所の階段について整備が完了したとのご報告を受けており、本協議会で報告の後、

公表に向けては対応済項目として計画からは削除いたします。 

長期事業としては、改修の際はエレベーターの開延長ボタンや音声案内の設置の検討、

温水が使えるオストメイト対応設備の設置の検討、トイレ・エレベーター等への音声案内

や点字表示の設置の検討をしていただきます。 

10ページに記載の交通安全事業につきましては、３地区全てに共通の特定事業を位置付

けていただき、千葉県警が主体となり音響式信号機の整備、エスコートゾーンの設置など

について要望に応じて実施していただく計画となっております。事務局としましても、今

後本協議会等で頂いた意見は県警及び庁内関係課へ共有してまいります。 

特定事業及び特定事業計画について、今回作成の対象となった事業は蘇我地区で30事業、

鎌取地区で 18事業、都賀地区で 22事業でしたが、そのうち蘇我地区で 28事業、鎌取地区

で 18 事業、都賀地区で 20 事業の作成協力をいただき、３地区全体の施設管理者による協

力率は約 94%となりました。各施設管理者の皆様にはこの場をお借りしてお礼を申し上げ

ます。 

現時点で生活関連施設に位置付けはあるものの協力不可との回答をいただいたホームズ
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蘇我店、しまむら都賀店、コナミスポーツクラブ都賀、及び回答を頂けていないホテルリ

ブマックス千葉蘇我駅前については、スパイラルアップ等のタイミングで再度打診を行い、

事業の位置付けを依頼してまいります。 

以上が追加されました特定事業の説明になります。 

 

ページが戻りまして、３ページ目をご覧ください。 

最後に５つ目の変更点です。 

前回、第 14回協議会において議題の第１号「千葉市バリアフリーマスタープラン中間評

価報告書案」で報告いたしました、令和８年度・９年度で地区別バリアフリー基本構想（JR/

京成幕張地区、海浜幕張地区）を策定することについて、表に反映しました。 

令和８年度・９年度の検討の流れは、基本的にこれまでに策定した地区と同様の流れを

想定しており、２地区同時進行で進めていきたいと考えております。具体的には、令和８

年度は重点整備地区の設定から始まり、まち歩き点検ワークショップ（地区ワーキンググ

ループ）や子育て世代アンケートなどを実施してまいります。令和９年度には、主に各施

設設置管理者様などによる事業者ワーキンググループとしての説明会の開催などを実施し

た後、両方のワーキンググループの合同意見交換会を行うなどして、相互理解を深め、関

係者間で協力しながら特定事業計画の策定に向けた検討を進めてまいりたいと考えており

ます。 

また、各ワーキンググループの前後など、節目ごとに協議会を開催し、委員の皆様から

ご意見を頂戴するとともに、ワーキンググループの開催時には、公募委員の皆様や障害者

等関係団体の皆様にも可能な範囲でご協力を賜われればと考えております。 

 

以上が、第 14回協議会以降に追加修正された内容となります。 

以上で議題第１号「千葉市地区別バリアフリー基本構想（JR 蘇我、JR 鎌取、JR/モノレ

ール都賀地区）（案）」の説明を終わります。 

 

【藤井会長】 

ご説明ありがとうございました。 

前回の協議会で地区別構想作成の方向性を皆様方にご確認いただいた後、変更点とし

て精査された内容について、ご説明をいただきました。特定事業の作成協力率が 94%とい

う形で盛り込みができたということに加え、ご協力いただけなかったところについても、

今後のスパイラルアップ等、点検段階の時に継続的に協力を打診するという方向性、さら

に、もうすでにこの特定事業を実施している中で、具体的な事例としても整備を進めてい

ただいたという点まで含めて、ご報告いただきました。 

ここからは、こちらの基本構想（案）につきまして、変更点を含めまして皆様方にご質

問・ご意見等あればお伺いしてまいります。会場並びに WEBでの委員の皆様方ご出席でご

ざいますので、まずは会場から順次お伺いした後、WEB出席の委員にもご質問をいただけ
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ればと思っております。 

それでは、まずは会場出席の委員の皆様方で、ご質問ご意見等ございましたら承りたい

と思いますが、いかがでございましょうか。 

【大石委員】 

資料の中にもありましたが、バリアフリートイレの明確な基準が設けられていないと

かいうものがありました。駅に行くと「多目的トイレ」と表記されているところと、「多

機能トイレ」と表記されているところがあります。「多機能トイレ」というからには、こ

ういうものを整備しておくといった基準のようなものがあるのかなと思いました。今回

は「バリアフリートイレ」と表現なさっていましたが、この辺の表現の違いがどういうこ

となのか、というのが１点です。 

２点目は、感謝ですが、私たちが声に出した具体的なことに対して、例えば「車椅子だ

けでなくベビーカーなどにも配慮してほしい」ということへの対応や、筆談できる設備が

あり、それを知らしめるための案内表示を設置するとか、車両の後ろにスペースを設ける

とか、私たちの声が具体的に改善の中に入っているのは、とても嬉しいな、頼もしいなと

思いました。 

それと少し伺いたいのですが、小湊鐵道さんの「優先席の色を変える」というお話があ

りました。私は今まで小湊鐵道さんをあまり利用したことがないのですが、今までも優先

席の色は変わっていたのでしょうか。優先席を譲ってもらう立場としては、優先席を色分

けすることで、私たちが乗らない時にも一般の方が座りにくくなったりしないのかなと、

少し恐縮しているところです。以上です。 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。３つ質問をいただいたと思いますので、順に回答させて

いただきます。 

１つ目のトイレの呼び方の明確な基準があるかどうかという点ですが、資料１-４の

（３）でお示ししておりますとおり、車椅子使用者用トイレは車椅子使用者が円滑に使用

できる広さを備えたトイレで、大型ベッド付きを含むものを想定しています。次に多機能

トイレは、車椅子使用者用トイレの機能に加えてオストメイト対応設備やおむつ替えシ

ート、ベビーチェアなどが備えられ、車椅子使用者だけでなく、高齢者、障害者、子ども

連れなどの多様な人が利用可能としたトイレを指します。バリアフリートイレは、これら

を含む形で高齢者や障害者等の利用に適正な配慮が必要なトイレの総称として整理して

います。 

２つ目につきましては、協議会等で発言したご意見が反映されて良かったというご意

見でしたが、今後も継続して施設管理者にお願いし、反映できるようにしていこうと思っ

ています。 

３つ目の小湊鐵道の優先席についてですが、新車として導入している車両は全て優先

席の色が変わっている一方で、既存の車両は対応できているものとできていないものが

混在している状況と伺っています。できていないものについては、順次対応していくとい
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う意図で、継続事業として位置付けていただいております。 

【大石委員】 

優先席を作っていただいている者が言うのも本当におこがましいのですが、「ここは優

先席です」と色をつけると、健常者の方が座りにくかったら気の毒だなと思いました。そ

れよりは、「空いていたら誰でもどうぞ」と譲れるようなバリアフリーになってもらいた

いな、というのが希望です。一応色分けで進めていくようになっているとすれば、それは

それで受け入れていきたいと思います。 

【落合委員】 

関連するのですが、普段優先席を目指して利用しているものですから、バスの優先席の

色分けというのは大変助かります。私はよくバスを利用するのですが、バスの優先席は健

常者の方が利用している機会が非常に多く、空いていることはまずないです。そのため、

色分けしていただけるのはありがたいなということで、他のバス会社でも色分けをして

いただけるよう、呼びかけをしていただけるとありがたいです。よろしくお願いいたしま

す。 

【山田委員】 

説明の中でよくわからなかったのですが、都賀のベンチの件がなくなったとおっしゃ

ったのか、その理由や背景、どんな風に変更したのか、もう一度説明をお願いしたいのが

１つです。 

それから、以前大型ショッピングセンターをまち歩きした時に、フードコート等の手を

洗う場所や、お水を汲んだりする場所があるかと思うのですが、そういったカウンターの

下に車椅子が全然入らないのですね。そういったところは実際に行ってみないとわから

ないものでした。今回のまち歩きでは見つからなかったのかもしれませんが、これからの

改善項目に入れられるようでしたら、一般の方と同じように車椅子でお食事される方等

もカウンターの下に足が入る構造に市内全域を挙げてやっていただけるといいなと思い

ました。 

もう１つですが、赤ちゃん用のベビーベッドなどは今どこでも配置されていますが、ユ

ニバーサルベッドについて言及がないように見受けられました。子供が大きくなってし

まうと赤ちゃん用ベッドの利用は無理です。大人の方で必要とする方もいらっしゃるの

で、ユニバーサルベッドについて、これまでの検討事項の中で話が出てきたか教えていた

だきたいです。委員になったのが去年の秋からで、それ以前のことはよくわからないので、

申し訳ないのですがよろしくお願いします。 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。 

１つ目の都賀駅のベンチの件についてですが、事務局の説明が分かりづらくて申し訳

ございません。内容といたしましては、位置付けていただいている特定事業というものが、

施設管理者、ここでいう京成バス千葉イースト様が実施する方針としてお示しをしてお

ります。都賀地区に記載がないというのは、現状、京成バス千葉イースト様の方で都賀地
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区にベンチを設置するという方針はないということになっています。ただ一方で、市の計

画の中や、京成バス千葉イーストとしても、「要望があれば適宜検討していく」というご

回答はいただいておりますので、そこは臨機応変に対応いただけるものと考えておりま

す。 

２つ目の、カウンターの下に車椅子が入らない事例があるというお話でしたが、市の地

区別バリアフリー基本構想の中での扱いとしては、配慮事項（事務局から施設管理者に求

める事項）の建築物の項目において、「受付や記入台、テーブル、案内板などは、車椅子

使用者が接近しやすい構造とする」ということを市から求めております。そのため、現在

のご指摘の内容は、各施設管理者の方に市からお願いをして対応いただく項目に含まれ

ているという認識をしております。 

３つ目の、ユニバーサルベッドについてですが、私が担当してからの話で申し訳ないの

ですが、これまでの検討の中では特に大きくお話としては上がっていないと認識してお

ります。ただ、市から求めている配慮事項のトイレの項目の中に「大型ベッドの設置」と

いうものを含めておりましたので、各施設の方たちは把握している状況で、この中から取

捨選択していただき、できることを実施していただいているという状況になっておりま

す。説明は以上です。 

【山田委員】 

今おっしゃった配慮事項は、どこを見ればいいですか。 

【事務局】 

大変失礼いたしました。例えば資料１-１の JR 蘇我地区をご覧いただきたいと思うので

すが、39ページになります。39ページの左側「④ トイレ」とございまして、そのトイレの

中の１番上の段の２行目の方に「大型ベッドの設置」とあるところが、今説明させていただ

いた部分になります。 

【山田委員】 

ありがとうございます。これは全ての建築物に共通で配慮すべきという意味でよろし

いですか。 

【事務局】 

おっしゃる通りです。 

【山田委員】 

「大型ベッド」という表現がよいのかちょっと分からないのですが、単に「大型ベッド」

と言われても皆さんイメージがつかなくて、今一般によく使われているのが「ユニバーサ

ルベッド」だと思うので、ここはもしかしたら修正した方がいいのかなと今気づきました

が、いかがでしょうか。 

【事務局】 

事務局の方でも、今頂いたご意見を参考に、今後この表記について変更すべきかどうか

検討させていただきたいと思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

【藤井会長】 
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そのご質問に関してはよろしいでしょうか。 

【落合委員】 

資料には旅客施設、鉄道の案内設備について書いてあるのですが、優先席を目指す者に

とってホームの表示がとても大事なのですが、ホームに優先席の表示がない場合が非常

に多く見受けられます。車椅子やベビーカーのスペース、優先席があるところがわかれば

そこに並べて助かりますので、よろしくお願いいたします。 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。 

今おっしゃったのは、車両の中の優先席の配置がわかるようにホーム上に表示がある

とよい、ということでしょうか。 

例えば JR さんですと、1 両の中に乗り口が４つあると思うのですが、その両端の１番

と４番のところに優先席の配置がありますということをホーム上にご案内されているよ

うな案内もありますので、今のお話では、モノレールでそういった表示がなかったという

ことかと思います。 

【落合委員】 

JRさんでもホームによっては表示がないこともあります。 

【事務局】 

承知しました。鉄道事業者さん、それからモノレール会社、それぞれに今伺ったご意見

に関してはお伝えをするとともに、今後の配慮事項の中で必要があれば、追記等の修正も

含めて検討してまいりたいと思います。 

１点補足させていただくのですが、資料１-１の蘇我地区の 31 ページをご覧いただき

たいと思います。今、落合委員からご意見いただいた点につきまして、「⑥案内設備」と

いう項目がありまして、その一番下の段に「ホームに車両内の優先席や車椅子スペース等

の場所が分かるような表示を行う」というものがあります。引き続きこういった配慮事項

として、事務局から施設管理者等の皆様に依頼させていただきたいと考えております。 

【藤井会長】 

よろしいでしょうか。その他、会場内の方よろしいですか。 

手が挙がりました。マイクをお持ちしますので少しお待ちください。 

【松野委員】 

ありがとうございます。資料１-４について「確認が取れなかった施設」の説明があり

ましたが、事実確認として、確認が取れなかった施設は全体を 100とした時におよそ６%

ということで合っていますか。また、この確認が取れなかった施設にも計画の参画を促し

ていくにあたり、どのような働きかけがあると確認が取れて計画へ位置づけることが可

能になるのか、その辺りを教えていただければと思います。 

【藤井会長】 

先ほども少しスパイラルアップの時に、といったようなご説明もございましたが、どう

いう形で 94%の残り分、６%が対象の数字で合っているのかということと、そこに向けて
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どういう発信をしていくのかについて、お考えがあればお伺いしたいということでござ

います。お願いいたします。 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。 

確認が取れなかった施設の６%の内訳としましては、返答がなく回答の確認が取れなか

った施設が１施設、施設管理者側からはっきりと「協力が難しいです」と回答があったも

のが４施設と、これら計５施設について６%とお示ししています。 

この特定事業への位置付けというものが、法的な努力義務の範囲の中で市から「是非お

願いします」と依頼を行っている事項ですので、「なかなか予算も取れないし、協力でき

ないです」とおっしゃる事業者もいらっしゃいます。ですが、まずはできることから、こ

ういった形で市として発信していくことが重要だと考えておりますので、「できることか

ら、可能であれば、位置付けていただきたい」というスタンスで、現状依頼しているとこ

ろになります。 

【藤井会長】 

なかなか難しいところですよね。実際に先ほどの共通の配慮事項についても、短期でで

きそうなものもあれば、施設の改修に合わせてでないと対応できないものなど、色々混在

していますね。そのため、先ほどの多機能トイレのユニバーサルベッド等、今ある現有空

間の中では整備が難しい、改修に合わせてでないと難しいというのが現状のところです

が、そこにまず気づいていただくところが第一であり、非常に大事なところです。どの施

設におかれましても、例えば施設管理者となるのであれば、トイレから、設備から、こう

いった項目までに対応するものを検討しなければいけないのだということを、まず気づ

いていただくことが大事だと思います。ここから第一ステップといったところです。お話

のあった６%のところ、１つの事業者は門前払い状態のようではございますが、やはりソ

フトの心のバリアフリーという側面でも、お店に入っていただく方たちへの情報共有等、

配慮事項に含まれる様々な事例をお持ちいただきながら、来訪者の方にとってより使い

やすい施設になっていただくための取組みということで、足しげく通うしかないかなと

いう風には思います。100%にするのはなかなか難しいというところでございますが、スパ

イラルアップの時期の検討ということで、その都度声かけをしてみるなど、そういったと

ころからしていただければいいのかなと思いますね。 

【山田委員】 

ありがとうございます。会長さんのお話を聞いていてちょっと思いついたのですが、努

力してらっしゃる事業者の方をやっぱり評価しないといけないかなと思います。千葉市

で何か、バリアフリーに貢献してくださっている事業者を見つけて、評価してホームペー

ジ等に載せるとか、何かそういう取組をこれから市はお考えになってくださるのかどう

かという辺りを聞かせてもらいたいです。 

【藤井会長】 

10 年ぐらい前、港区でバリアフリーに協力いただいたところに、優良マークのシール
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を配布して、お店の前のガラスのウィンドウに貼るというのが一時期あったのですが、そ

の取組は終了してしまいました。というのも、バリアフリーは基本的にその施設で整備し

なければいけない要件であり、あえてバリアフリーに特化したものという形で行う必要

性があるのだろうか、みんなが共通で行うべきでしょ、という考え方に変わったためです。 

その代わり、今は赤ちゃん等にミルクを飲ませるような箇所もどんどんつくられては

きていますが、それがないようなところでは、お店の中でも「どうぞ活用してください」

と授乳ができる施設にシールを貼るなど、特定の目的に合わせて情報を提供するような

発信をするというのは最近みられるかなと思います。 

１つの民間の事業者さんを評価するというやりづらさも自治体としてはあるかと思い

ますので、どれがベストかは、是非千葉市の方で研究ください。いいことをやっていただ

いているのですから、こんなことを言うと施設の人に大変恐縮ですが、どんどん褒めて伸

ばすといったやり方もあるかと思います。 

それでは、WEBでご参加の方で、ご質問等ございましたら承りたいと思いますが、いか

がでございましょうか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

ありがとうございます。 

それではですね、その他会場はよろしいでしょうか。はい、どうぞ。 

【高山委員】 

今回２回目の出席なのですが、ちょっと気づいたことが１つありまして、花見川団地の

前を通ったところなのですが、そこにのぼりがありまして、「エレベーターの設置」と書

いてあったような気がします。昔の公団で高齢者の方がたくさん入っているところで、な

かなか階段だと不便だろうということで、エレベーターを設置するのだと思います。公団

が今は URになっているかと思いますが、URがこういったエレベーター等の高齢者対策の

基本的な方針を持っているのか、そういったところを聞かせていただければと思ってお

りました。以上です。 

【事務局】 

ただいまのご意見につきまして、事務局でも URの方がどういった方針かというものを

掴めておりませんので、協議会終了後に UR等に確認したいと考えております。 

【藤井会長】 

北習志野の船橋日大前駅周辺には、旧住宅公団の５階建ての URの住宅団地が十数棟あ

りますが、その中でエレベーターが設置されているのは９階建ての１棟のみでした。この

地域の方たちの外出機会について、バリアフリーの観点から調査を行ったことがござい

ます。その結果、４階、５階にお住まいの方々が高齢者でありながら最も外出機会が多く、

行動するエリアも広いことがわかりました。エレベーターをつけなければならないとこ

ろ、その方たちは自力で歩く割合が非常に高く出ていました。しかし、体調を崩した際に



16 

はその４、５階に住み続けることができず、施設に入所せざるを得ないという非常にドラ

スティックな例がございました。そのような中で、外付けエレベーターをどのように設置

していくかについて、住民の方々と議論する機会がございました。現状は外付けでの対応

も可能ですが、建物の耐用年数という建物自体の躯体の状態に合わせて検討する必要が

あります。 

今お話があったのは花見川団地ですが、周辺に色々な団地がありますので、築年数に合

わせて外付けエレベーターの設置が可能か、また住民の皆様のニーズをどう反映してい

くかが重要になります。多摩ニュータウンでは若い世代がかなり入ってきており、世代交

代が進んでいますが、花見川団地がどのような状況で移行しているのかをあわせて考え

る中で、バリアフリーを施設側のハード整備でどう進めるか、UR や八千代市でも村上団

地などで問題になっています。事務局としても、千葉市内にある URの住宅団地の今後の

対応について方針を把握し、検討していただければと思います。 

【事務局】 

すみません。先ほどのお話について URに方針を確認する際、具体的にどのような内容

を確認すればよろしいでしょうか。 

【高山委員】 

花見川団地は一棟一棟の間が空いていて、そこが駐車場になっていたりします。普通の

マンションだと駐車場もないくらいの敷地につくられているかと思いますが、団地は非

常に広い場所につくられています。団地ができてから何十年と経っているわけですから、

経年劣化もあってつくり直すということにもなるかと思いますが、ある程度高層階にす

るなど、そういうものも含めて、おそらく計画があるのかと思います。希望的な観測です

が、住んでいる人たちの少しでも助けになれば、希望になればなと思っております。 

【事務局】 

ありがとうございます。藤井先生からも事例のご紹介をいただきました。私どももバリ

アフリーを所管する立場で、千葉市内にある老朽化した５階建て程度の集合住宅はたく

さんありますので、そういったところの動向をしっかりと探っていきたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

【藤井会長】 

それでは皆様方、その他よろしいでしょうか。 

それでは、地区別の基本構想につきまして、反対の意見はなく、内容的には「バリアフ

リートイレ」の表記の方が良いのではないかといったご提案などの文言の確認事項は少

し残っておりますが、事務局の方に確認をしていただいた後、私の方でもその辺りの状況

がどうなっているかを最終確認させていただく形で、皆様のご了解が得られれば、この地

区別基本構想を成案という形で進めさせていただきたいと思います。 

その旨で、挙手をいただくというのが一つのルールになっておりますので、その辺を含

めましてお諮りをしていきたいと思います。よろしいでしょうか。 

それでは、今回の３地区のバリアフリー基本構想につきまして、お認めいただける方、
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挙手をお願いできますでしょうか。 

【会場・ＷＥＢ】 

（全員挙手） 

【藤井会長】 

どうもありがとうございます。 

全員賛成ということで、こちらは承認させていただきます。先ほどの用語の件等は再確

認をよろしくお願いいたします。 

 

５ 報告事項 

（１）重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定について 

【藤井会長】 

続きまして、本日は報告事項が２件ございますので、報告事項の方に移らせていただけ

ればと思います。事務局の方、お願いいたします。 

【事務局】 

それでは、報告事項１点目「千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等における意見へ

の対応状況について」ご説明させていただきます。資料２号のご確認をお願いいたします。 

前回、第 14回協議会におきまして、委員の皆様より「千葉市のバリアフリー施策全体

がより良い方向に進むように、各意見へのフィードバックを行ってほしい」といったご意

見をいただきました。事務局としましても、過年度の協議会やまち歩き等でいただいた意

見に対する進捗の報告ができていないことを課題として認識しておりました。つきまし

ては、今後はこの資料の形式で、頂いたご意見への対応状況について協議会を通して報告

をさせていただくことにしたいと考えております。 

この報告によりまして、委員の皆様と事務局の相互理解を深めて、事業の進捗を共に追

っていくことを目的といたします。事務局から報告する進捗に対しまして、追加のご意見

等がございましたら、質疑応答のタイミングでご発言をお願いしたいと思います。 

今回の資料としましては、前回の第 14回協議会でいただいた意見を対象としておりま

す。今後は、過年度開催をしたまち歩き等のご意見についても意見を積み上げて、次回以

降の協議会で順次報告させていただきます。 

それでは、お手元の資料２の No.2の項目から説明をさせていただきます。 

No.2として、「小規模施設では当事者参画が難しい場合であっても、まち歩き等の意見

を庁内共有し、設計段階からバリアフリーの視点を盛り込む仕組みを検討してほしい」と

いうご意見をいただきました。このことにつきましては、これまでのまち歩きで蓄積をし

たご意見を踏まえて、整備事例集を作成し、設計担当者へ周知していくとしております。

進捗は「継続」としております。進捗を「継続」と回答したものについては、「済」とな

るまで協議会を通して引き続き進捗を報告してまいります。 

続きまして No.3です。「北谷津清掃工場周辺施設のリニューアルについて、協議会での

視点を反映できるよう、当事者参画予定の確認をしてほしい」というご意見をいただきま
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した。このことに対しましては、所管課へ当事者参画の予定の共有を依頼しましたが、プ

ールについては回答をいただけていない状況です。キャンプ場については、周辺施設は森

を活かす計画であるためバリアフリー対応は難しく、意見聴取の予定は現時点ではない

とのことです。一方で、駐車場・トイレ整備は、参考事例を踏まえて検討をしていくとの

ことでした。キャンプ場は特別特定建築物に該当しませんが、プールについては該当する

ため、事務局としても当事者参画を強く呼びかけていこうと考えております。進捗は「継

続」としております。 

続きまして No.4です。「車椅子用トイレの優先利用表示は車椅子使用者だけではなく、

幼児など真に必要とする人に伝わる啓発をしてほしい」というご意見をいただきました。

このことにつきましては、啓発ポスターの周知及び配慮事項の修正を行いました。啓発ポ

スターについては資料４の内容、配慮事項の修正については資料１-４で説明した内容で

す。進捗としては「済」としております。 

続きまして No.5です。「多機能トイレの設備は、利用実態に応じて整理し、施設管理者

に周知する必要がある」というご意見をいただきました。このことにつきましては、駅や

福祉施設の実態に応じた整備事例集を作成し、整備の目安を検討していくとしておりま

す。進捗は「継続」とします。 

続きまして No.6 です。「障害者用駐車区画は後方スペースがないと車椅子使用者の乗

降ができないため、十分な奥行き確保をしてほしい」というご意見です。このことにつき

ましては、車両後方の通路幅について 120cm以上（180cm以上推奨）を確保するよう、地

区別バリアフリー基本構想で施設管理者へ周知をしております。また配慮事項は、今回策

定する３地区より、幅 350cm以上に加え、後方から乗降可能な奥行きを確保することを追

記しております。整備事例集にも反映することで全庁的に周知を図ってまいります。進捗

は「済」としております。 

続きまして No.7 です。「中央コミュニティセンターの駐車場確保が難しいとの説明に

ついて、来館困難な人への配慮から優先順位を上げて反映してほしい」という意見です。

このことにつきましては、資産経営課へ要望を伝達し、今後の対応については制約がある

中で、後方スペースを確保した区画確保の設置に関してどのような対応ができるか引き

続き検討していくとのことです。進捗としては「済」とさせていただいております。 

続きまして No.8 です。「きぼーる全体としてエレベーターやトイレ等の案内が少ない

ため、目的の場所が把握できるよう案内表示の増設や配置の工夫をお願いしたい」という

ご意見です。このことにつきましては、事務局より、きぼーる内の施設であり、千葉都心

地区の基本構想で特定事業を定める中央区役所、中央保健福祉センター、千葉市科学館へ

改善を依頼し、分かりやすい案内表示の方法等を検討していただいております。進捗は

「継続」とします。 

続きまして No.9です。「知的障害や精神障害のある方など、困っていることを口に出し

て伝えられない障害者への適切なサポート方法を理解していない職員が多いと考えられ

るため、市職員及び施設管理者等の理解を深めることを検討していただきたい」というご
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意見です。このことに対しましては、３地区の施設管理者に対しては、上記内容に関わる

研修の実施を特定事業へ位置付けを依頼し、知的障害に関する研修は手をつなぐ育成会

が協力可能であることを周知しました。進捗としては「済」としております。 

続きまして No.10です。「音響式信号機が必要だが、音量に関して必要な時に必要とし

ている人にだけ音が伝わる仕組みが必要であり検討を進めていただきたい」というご意

見です。このことに関しましては、実態を調べたところ、障害者等が必要な時に横断のた

めの音を入手できる高度化 PICSを、県内で２箇所整備しておりました。県警に対して本

意見の伝達及び対応方針の検討を依頼していくとしております。進捗は「継続」としてお

ります。 

続きまして No.11 です。「NPO 法人おりがみでは「パラ旅応援団」という、障害のある

方と学生ボランティアが共に参加する観光バリアフリーツアーを運営しており、その活

動の中で千葉市社会福祉協議会より、バスの無償貸出し（たいよう号）の支援をいただい

ております。今後もこうした取組への支援を継続していただきたい」というご意見です。

福祉部局の方で意見内容の共有を行っておりまして、進捗は「継続」としております。 

続きまして No.12です。「事務局において、施設に関するバリアフリー情報だけでなく、

高齢者・障害者等へ実施している支援などの情報も集約を行い、情報の入手先を一元化で

きたら良い」というご意見です。まずは、福祉部局等の庁内関係課へ意見を伝達し、対応

方法を相談していきたいと考えております。進捗については「継続」とさせていただいて

おります。 

続きまして No.13です。「商業施設等の駐車場において、路面の波打ちが転倒につなが

るため、平坦性確保に留意してほしい」というご意見です。今後の基本構想策定及び策定

済み地区におけるスパイラルアップの中で、建築物に関する事項に駐車場の項目を位置

付け、生活関連施設の施設管理者については特定事業への位置付けを促してまいります。

進捗は「済」とさせていただいております。 

続きまして No.14です。「特定事業計画に対して、実施までの期間がどのような対策を

していただけるのかが見えず、早急な困りごとの解決につながっていないのではないか

と感じる。実施までの協力体制を確認していただきたい」というご意見です。まち歩きや

合同意見交換会で出た意見を参考に、各施設管理者には施設の状況等を踏まえて可能な

範囲で特定事業を位置付けてもらっており、対策には一定期間を要することは事務局と

してやむを得ないと考えております。各施設管理者には、困りごとが起きた際にそれを補

う人的対応の充実を特定事業に位置付けてもらっておりまして、それに基づき、事務局か

らも必要な対応を施設管理者へ求めてまいります。進捗は「継続」としております。 

続きまして No.15です。「障害のある子とエレベーターを利用する際に譲っていただけ

ることがあまりないと感じている。ポスター等の掲示物で障害者等への譲り合いの周知

を図り、対応の変化を実験・観察し、どれだけ変化を感じられるか確認いただきたい。ま

た意識変容に関する事業を行う予算要望の際に得られた結果を活用いただきたい」とい

うご意見です。今年度実施しました市民アンケートでは、多様な他者の抱える困難や痛み
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への共感に対して「共感できている」と回答した人は市民のうち約６割であり、障害者団

体等を対象として実施したヒアリングでは「困っている時に声をかけてくれる人が増え

ている」「優先席を譲ってくれる人が増えている」と認識しているとのご回答をいただい

ておりまして、福祉部局等の教育啓発事業の成果を実感しております。一方でご意見のよ

うな状況も想定されることから、事務局としては引き続き状況を見守ってまいりたいと

考えております。なお、生活関連施設の各施設管理者には、資料４に示すポスターを各施

設へ掲示するように周知を行いました。進捗は「継続」としております。 

以上が報告事項、千葉市バリアフリー基本構想推進協議会等におけるご意見への対応

状況についての説明となります。 

【藤井会長】 

ありがとうございました。委員の皆様から出た意見がどういう形で落ち着いているの

か、あるいは継続していくのかといったところをフィードバックしていただけるのは、と

てもありがたいことですね。やはり問題をみんなで共有して、「確かにこの問題はまだ解

決できていないな」とか、「部署を超えてやらなくてはいけないのだな」といったことも

含めて改めて理解できる形で、大変良い資料を作っていただきました。ありがとうござい

ました。 

今回こういう形で初めてフィードバックの結果が出てまいりましたが、委員の皆様方

から「さらにこういう風にしてくれるともっと良い」といったご意見も含めて結構でござ

います。ご質問、ご意見等ございましたら承りたいと思います。 

【長瀬委員】 

生活関連施設に郵便局や小学校などが位置付けられましたが、生活関連経路としては「駅

から主要な施設までの経路」ということで、駅からの利用者を想定していると思っています

が、学校や地域の郵便局は本当に電車に乗って来る人たちが使っているものなのか、国が指

定したからといって全てがそのルートに乗るのかというところは検討いただきたいと思っ

ております。そうすると、街中の連続的なバリアフリーとして、小学校の周りを全部整備し

なければいけないのかといったことになってしまいます。遠い郵便局に本当に駅から行っ

て戻るのかというところは、利用形態をしっかり把握していただきたいと思っております。

むやみやたらにこの計画範囲が広がっていくのは好ましくないかと思います。本当はすべ

て整備できれば良いのでしょうが、費用の面で今現在でも整備ができない等、色々な問題を

道路管理者としては抱えております。何をどう求められているのか、漠然とわからないとこ

ろもありますので、施設との関連性や利用者が実際にどのような行動をとっているのかを

しっかり考えていただき、その辺については今後検討していただければと思っております。

よろしくお願いします。 

【事務局】 

ご意見ありがとうございます。ルートの設定につきましては、実態に即した形になるよ

うに、今後努めてまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

【藤井会長】 
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その他いかがでしょうか。 

【大石委員】 

この資料は膨大なため、音声で読んでおりますので間違っていたら申し訳ないのです

が、No.６の駐車場の件は「済」となっていました。駐車場の幅を広げて後ろから車椅子

が乗りやすくするというのは、駐車場において特に大型スーパー等でやはり必要なこと

ではないかなと思います。１箇所で完了したからこれで「済」とするのではなくて、継続

していただけたらよいのではと思ったのが１点です。 

もう１点は、No.11 の福祉バス「たいよう号」の貸出しについて、「継続」とあります

が、令和８年からは廃止になると別の会議体で伺っています。この「継続」というのはど

ういうことですか。そこが知りたいです。 

【事務局】 

貴重なご意見ありがとうございます。 

まず駐車場のお話ですが、今回こちらで「済」とさせていただいたのは、市としてこう

いう方針でやっていきますよとお伝えする意味で「済」にさせていただいたのですが、施

設への依頼であったり、特定事業の中で個別の計画で駐車場の幅を広げることを位置付

けてもらったりしているので、そういうところについては継続して、市から依頼をかけな

がら進捗を見守っていくという状況になっております。 

２つ目の「たいよう号」の話につきまして、こちらで状況を把握できておらず、誠に申

し訳ございませんでした。マスタープランの中間評価を実施しているところではあるの

ですが、同じように福祉系の支援というところで、継続や拡充をしてほしいという意見は

沢山いただいている状況になりますので、庁内の福祉部局と情報共有を都度行いながら、

今後については方針を示していければと思っているところです。以上です。 

【大石委員】 

私たちも、昨年度まではたいよう号を利用してみんなで旅行等に出かけておりました。

今年度（令和７年度）は、たいよう号の替わりとして観光バスを借りてくれました。11月

に自立支援課から、「令和８年度からはたいよう号はありません。どうしてもそういった

利用をしたかったら４万円だけ補助します」と言われました。「４万円で借りられるバス

会社があれば紹介してください」と言ったくらいです。「もう予算がないからたいよう号

のこれからの利用はない」と聞いております。 

【藤井会長】 

今回フィードバックしたからこそわかったことでございますので、庁内で状況の共有

を図っていただいて、障害者支援としてどのような形で行政として対応できるのか、改め

て庁内協議という形で進めてご検討いただければと思います。 

それから、先ほどの駐車場の後ろ側という話でございましたが、私が今関わっている他

の自治体等で動いているものの中で、駐車場の後ろの部分を位置付けたのは他にありま

せん。私が関わっている中ではこの千葉市が初めてです。具体的な事例としてできたのも

初めてでございました。イオンスタイル鎌取だったかと思います。そういった面では、心
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意気として「千葉市ではそういった駐車場を整備していくんだ、施設の方にも是非協力し

て欲しい」と、その協力するスタンダードな基準を示したということに、心意気を感じて

いただくのも良いのかなという風には思います。それを受けて、施設側はどのような対応

ができるのか、先ほど話に挙がった中央コミュニティセンターは市の機関でございます

ので、ここは是非、現状をどう改良すればできるのか、自分事の市としての取組として考

えられますから、まずはそこからやっている。さらにそこができたことによってどのよう

な利用効果が上がったかを示し、「だからこそ民間の施設もこの基準に沿った形でお願い

します」というフィードバックも、民間サイドへの提供ということで、千葉市だからこそ

できると思います。他自治体だと言葉だけの説明になってしまうことも、千葉市ならでき

そうな気がしますので、是非そういった面では力を継続して発揮していただければあり

がたいなと思います。基準を入れ込んだのは「済」ですが、形にするのは「継続」でござ

いますので、是非その思いで取り組んでいただければと思います。 

その他いかがですか。 

【落合委員】 

No.15の「心のバリアフリー」ですが、６割の方にご理解いただいているということで

非常にありがたいのですが、現状私は 1日にバス４回、電車２回乗る中で、こういった理

解をいただいているという形ではないと感じており、やはり混んでいる時間を避けると

か、時間帯を選んで行動するといった対応をしているのが現状でございます。これでおし

まいということではなく、計画的に継続して理解を広めていただければと思います。 

また、ポスターですが、1枚貼るだけでは力がないかと思います。福岡市では、優先席

のところに 10枚くらい貼られています。優先席が空いていて、使いやすいです。共有さ

せていただきます。 

【事務局】 

No.15につきましては、ご指摘いただいたところなど、不十分なところが多々ございま

す。この項目につきましては「継続」とさせていただければと思います。申し訳ございま

せん。 

【山田委員】 

私が前回の協議会で色々発言させていただいたことが実現いただけそうでとても嬉し

く思っています。 

先ほども出た６番の駐車場の後ろ側のスペースを広くとるという件ですが、今日配布

していただいている資料４の３枚目、国土交通省が作っているものなので直接直せない

のでしょうが、左上のところに絵が書いてありますよね。車椅子専用駐車場に黄色い車が

停まっていますが、これだと後ろのスペースがないではないですか。国のレベルでは全く

考えられてないということが分かりました。 

千葉市が先陣を切りそうだという会長のお話も嬉しいなとは思うのですが、やはり国

にもこれを伝えて欲しいと思います。この話は車椅子がないと動けない当事者の方から

聞いた話なのですが、特に小さいお子さんだったりすると、（車を停める前に降ろして）
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「車椅子に乗ったまま待っていなさい」というのも言えないということです。特に重度の

方は危険にさらすわけにもいかないので、待たせて、そこから車を移動させるということ

は不可能なのです。 

中央コミュニティセンターの状況は別口で聞いていますが、あそこは既にできてしま

っている駐車場なので、後方スペースの確保はかなり困難だそうです。行政の方の想定と

しては「１回車椅子の方を降ろして、それから車を別のところに移動して戻ってきて、車

椅子の方と一緒に上に上がっていく」ということらしいのですが、「とてもそんな危険な

ことはできません」という当事者の方の話がありました。私も初めて気がついたことで、

やはり当事者の方の話をよく聞かないといけないということがよくわかりました。 

市はもしかしたら全国に先駆けているかと思いますが、後ろのスペースを持ちつつ、か

つそこに置きっぱなしでも良いように、これから公共の駐車場、もちろん民間も含めて、

そういう立場の人がちゃんと利用できるようにしていただきたいなと思っています。 

【藤井会長】 

国土交通省のポスターに記載のある車椅子専用駐車場の配置ですが、後方空間が空い

ているので、基本的にはスロープの設置で乗降が可能な空間整備になっているかと思わ

れます。建物で、後方から乗降できないような施設等の場合についての方針が今回千葉市

で追加されたということです。平地と建物のあるところでは、若干の配置の違いがありま

すので、そこの違いだけかなという風にも思います。 

【事務局】 

山田委員からのご意見、藤井会長からもお話がありましたが、まずは公共の施設の中で

取組を進めてまいりまして、それが民間の方に波及していくように対応してまいりたい

と考えております。 

【藤井会長】 

それではその他いかがでございますか。手が挙がりましたね。お願いいたします。 

【坂本委員】 

確認でございますが、この先ほどの対応状況の資料で、No.15については「済」という

記載は「継続」であるという修正がございました。No.14につきましても「済」となって

おりますが、ご説明では「継続」という風にお話があったかと思うのですが、こちらはど

ちらなのか、念のため確認をさせていただきます。よろしくお願いします。 

【事務局】 

申し訳ございませんでした。こちらも「継続」とさせていただきます。 

【藤井会長】 

その他いかがでございますか。WEBご参加の方からご質問はいかがでございますか。特

によろしいですか。 

【ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 
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ありがとうございます。それでは、ここから全体を通しまして、ご質問、ご意見等ござ

いましたら承りたいと思います。 

【山田委員】 

何回も発言させていただいて申し訳ないです。ありがとうございます。 

この取組はずっと続くので、これから先への参考意見として聞いていただきたいので

すが、今日も何組か団体の方がご参加されていて、長年の活動の実績がおありの方たちが

いらっしゃると思うのですが、障害の団体もとても沢山の団体がおありで、障害のタイプ

も全く色々なタイプがおありなので、いくつか選ばれている基準というのがあるのかな

というのが１つです。あと、新しく誕生しているグループというのも出てくると思います。

これから先、障害の当事者や家族の方が「私も取組に出てまち歩きをしたい」と思われて

も、その取組が始まること自体の情報がないと参加もできないわけですよね。そのため、

是非当事者団体が参加しやすい仕組み、例えば市政だよりに「これからこういうことをや

るので応募してください」というのをオープンにして載せるとか、今までもされていたの

かはわかりませんが、なるべく色々なタイプの団体の方がご意見を言えるようにしてい

ただきたいなと思っています。例えばですが、盲ろう者友の会というのが県の単位ではあ

るのですが、市の単位にないので、どうしても抜けるのではないかなと思うのです。目と

耳の悪い方は本当に困難性が高いので、そういった方にとって優しいまちだったら、かな

りの方が助かるかなという部分もあります。そういう方たちが呼ばれたかどうかわかり

ませんが、入っていなかったなということに気がついたので、１つの例ではありますが、

色々な団体の方が気付いて手を挙げられる状況を作っていただけないかというのが１つ

です。 

それから、今回１番目の議題がなくなったということで、メールでご連絡をいただきま

した。資料をまた改めて用意してくださったのがとてももったいない気がしており、１番

目を削除するだけで、別に新しくしなくても良かったのではないかなと思っています。み

んな私たちの税金からお金をかけて用意してくださっているので、なるべく無くても済

むものは済ませたいかなというのが市民としての気持ちです。また、蘇我と鎌取と都賀の

３つの基本構想の前半は共通でしたよね。前回聞いた内容かと思いますが、共通部分は共

通冊子にまとめて、あと地区別だけ別冊にすれば、２、３回も同じものを印刷しなくて済

むので、これから先の参考意見として聞いていただければと思うのですが、何かご事情が

あればお聞かせいただきたいです。 

【藤井会長】 

事務局としては、直前で修正が入っていた中での対応だったといったところで、印刷し

直さざるを得なかったという実情もあるかなということでございますが、今後のアプロ

ーチとしては、紙ベースで集約する、もしくは他の自治体では紙配付をやめて PDF配信に

切り替えているところもございますね。個別の委員の方たちにどういった情報提供の形

で大丈夫かといった事前の確認だけしておけば、資料の削減が図れるかなと思いますの

で、頂いたご意見も含めて、その辺りの考え方について事務局から回答をお願いできます
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でしょうか。 

【事務局】 

１点目につきまして、福祉部門と連携させていただき、必要な当事者団体の参画に努め

てまいりたいと考えております。 

２点目につきましては、無駄が生じないように最大限改善に努めてまいります。申し訳

ございませんでした。 

【藤井会長】 

他の自治体で関わった時に、ある自治体では７大障害者の団体長が出席をして、その中

で特に道路関係の視覚障害者誘導用ブロックや車椅子の方の難しさがあることから、障

害者団体長が誰かを推薦して委員に加えるといった自治体もあります。あるいは幅広く

福祉部門で障害者団体として活動されている団体にお声かけをして、上がってきた中か

ら参加していただく自治体もあります。 

千葉市の場合はこれからローリングして、来年度・再来年度は幕張、海浜のほうに移っ

ていくという形になりますので、課題として挙げている問題点をクリアするためにどう

いう障害団体に力添えいただくのが最も計画策定に活きるか、プライオリティを位置付

けて働きかけていく、あるいは情報のバリアフリーや国際的な地区であることを考慮す

ると、外国人の方のための情報共有といったところにも目を向けないと、単に物理的な側

面のバリアだけでは済まない可能性もあります。そういった面では視野を広げた形の中

で、バリアを本質的にクリアするために必要な人材をどう声かけして集めるか、幕張は今

までとちょっと違った地域という形にもなりますので、是非その辺はご検討いただける

とありがたいなと思います。 

【大石委員】 

同じ視覚障害でも別の病名で団体は別々になっています。そこの人たちは、常に弱視の

状態でいつ全盲になるかという不安を抱えているといった方たちもいます。私がたった

一人で、連合会の聴覚障害の方や車椅子の方たちに「どういうところに困るのだろう」と

聞くのですが、なかなかうまく対応できていない部分もあったかと思います。 

今、私が思いましたのは、先ほどお話がありましたけれども、我々は周囲に理解しても

らっていると思ってはいます。白い杖を持っている視覚障害者や車椅子に乗っている障

害者は、一見してわかるので、「大丈夫ですか？ お手伝いしましょうか？」と言っていた

だけます。ですが、先ほどのご意見にあったように、外見では障害があることがわからな

い方もいます。どうしても優先席を探して乗るという方や、聴覚障害の方もそうです。ぼ

んやりしていて「そこに立ってないでよ」と声をかけられても、分からなくて困るような

こともあります。 

これから私たちが、福祉講話など 45分間の授業を行う機会がありますが、「何も持って

いなくても、足や膝が痛くて優先席を欲している人もいるんだよ」ということが出来るだ

け伝わっていくように、その貴重な 45分を使ってＰＲしていけたらなと思いました。あ

りがとうございます。 
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【藤井会長】 

そういう活動をしていただけているといったところで、ありがとうございます。東京都

のヘルプマークの認知率は、アンケートによると上がってきています。以前は「全く分か

らなかった」ということでしたが、ヘルプマークを見て、あるいはマタニティマークを見

て声をかける、そういった空気感はだいぶ以前よりも増えてきたかなと思います。ただや

はり、障害と障害ではないものをどう理解していくのか、さらにそれを自分事として捉え

て対応できるか、そこの一歩を踏み出す力は頭で考えているだけでは行動できないです

よね。聞いたことがあると「確かにこんな例があったな」と動き出せる側面がございます

ので、大変な活動だと思うのですが、是非色々な形の中で情報を提供していただいて、相

互理解をしていただける人たちを増やしていくアプローチに、この協議会自体が機能し

ていけると良いなと今改めて感じました。どうもありがとうございました。 

その他いかがでしょうか。 

【大里委員】 

私からは、今のお話に通じるのですが、とてもありがたかったお話を少しさせていただ

きたいと思います。 

私の娘は 26歳で知的障害があるのですが、JRを利用しております。先週、JRの稲毛駅

で電車が止まってしまいました。本人からとても慌てた様子で電話がありました。周りの

人たちはみんな降りてしまっていて、本人もどうしていいかわからず、私の話もパニック

でうまく聞けないような状況でした。本人に「大変だけれども、駅員さんを探して電話を

代わってもらえるように伝えてください」と伝えました。稲毛駅には相当な人がいたと思

うのですが、駅員さんを探し出し、電話を代わっていただくことができました。その電話

を代わっていただいた駅員さんが女性の方で、とても親切に、私に対してゆっくりと話を

してくださいました。その状況説明がとても分かりやすかったので、私から本人に「安心

して乗っていなさい」と伝えることができました。 

この時、駅員さんがとても優しく対応してくださったということが、私たちにとって本

当にありがたく、トラブルがあった時にこのように助けていただけることが、本人たちの

社会参加の１つに繋がるのではないかと思いました。このように基本構想が策定されて、

心のバリアフリーという点において、色々な研修をしていただけることはとても素晴ら

しいことだということをお伝えしたくて、お話しさせていただきました。 

【藤井会長】 

どうもありがとうございます。とても良い情報ですね。 

私もずっとバリアフリーの委員会等に関わってやっておりますが、ここ２、３年は特に、

鉄道事業者さんの評判がすごく良いのです。というのはやはり、サービス介助士の資格を

全職員の方に取得してもらうといった対応をしながら、何かのトラブルがあった時の対

応について、社内研修を含めてしっかりとやられているからです。 

東京メトロや都営地下鉄、そして JRさん、京成さんなど、私はバリアフリーで関わっ

てきましたが、悪い点は一つも出ず、逆に感謝の声しか上がってこず、「本当？」と聞い
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たくらいです。千葉の南の方へ行くとまだ少し苦情が出たりもしますが、そういった面で

は非常にサポート体制が整ってきていると感じます。通常でないときの問題をどう障害

者が受け止めて、行動できるか、それに対する行動かと思います。特に知的障害者への対

応では、一人ひとりで全く違う対応を求められることがあります。声をかけて良いお子さ

んもいれば、逆に声をかけてはいけない、静かに見守らないといけないお子さんもいて、

色々なケースがあります。そういった中で、今回は非常に良い形でフォローしていただけ

たのだなと思います。 

そういった良い情報があるということも、本日は JRさんがいらっしゃっていますので、

ぜひ社外で、「こういう風にお褒めがあった」ということを共有していただければと思い

ます。どうもありがとうございました。 

その他、いかがでしょうか。 

【岩井委員（ＷＥＢ）】 

一言だけお伝えさせていただきます。 

今までもこういう風に「こういう場所で改善をしていただけると嬉しい」という意見を

聞いていただくとか、アンケートに答えさせていただく機会は度々あったのですが、こう

いう風に「これはできそう」とか「これはもうちょっと時間がかかる」とか、そういうよ

うなフィードバックをいただく機会がなかなかなかったのです。フィードバックをいた

だくと、声が伝わっているっていうことが本当に実感できて、嬉しく感じました。どうも

ありがとうございました。以上です。 

【藤井会長】 

ありがとうございます。フィードバックは不可欠だと私はずっと思っています。フィー

ドバックすることは事務局にとって大変なのです。「継続」ではなくて「済」に変えたい

という思いはあるのですが、きっとバリアフリーは「済」にはなかなかなりません。常に

継続をしていく中でスパイラルアップしていくのが本来の意味かと思います。 

今回やっていただいたことで、ご参加していただいている皆様方も「前に進んでいるな」

ということを実感されたと思います。進まなかったら進まなかった理由を共有すること

も大事なことでございます。「今回うまくいかなかったな」といったことも含めて、委員

の皆様方と共有することが大事でございますので、事務局は頑張っていただければと思

います。よろしくお願いいたします。では、継続的に皆様、感謝の気持ちを続けてくださ

いということで、拍手をお願いいたします。 

【会場】 

（拍手） 

【藤井会長】 

ありがとうございます。私が拍手を要求してしまって大変恐縮ではございましたが、続

けてよろしくお願いいたします。 

 

（２）特定事業計画（JR蘇我、JR鎌取、JR/モノレール都賀地区）の公表について 
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【事務局】 

報告事項の２点目、説明させていただきます。 

特定事業計画（JR鎌取、それから JR蘇我地区、都賀地区）の公表についてになります。

お手元の資料３-１、３-２、３-３をご覧ください。 

ここでは資料３-１、蘇我地区を用いて構成の説明をさせていただきたいと思います。

過年度、特定事業計画につきましては、基本構想策定後、特定事業を基本構想へ位置付け

た各施設管理者に作成を依頼していたところですが、今年度からは第 13回協議会で報告

をさせていただきました通り、バリアフリー化の進捗を少しでも早めるために、特定事業

作成と同じタイミングで各施設管理者に依頼をさせていただき、基本構想策定と同時に

ホームページで公表できることとなりました。同じタイミングで進めることにつきまし

ては事前に国へ相談をし、承認を得ております。 

特定事業計画につきましては、特定事業に基づく可能な限り具体的な事業の内容、それ

から事業の実施時期などが記載されておりまして、どの特定事業計画につきましても同

じ体裁で取りまとめをしております。資料に示しております形式で、今年度末に予定させ

ていただいている基本構想の公表と合わせて、交通政策課のホームページにおきまして

公表することを予定しております。 

事業種別は、ページ１から示します「公共交通」、それから６ページからお示ししてい

る「道路」、８ページからの「都市公園」、10 ページからの「建築物」、そして 32 ページ

からの「交通安全」、34 ページからの「教育啓発」の順で、合わせて 27 の特定事業計画

となります。なお、教育啓発特定事業計画につきましては調整中の段階でありますため、

完成次第に順次公表させていただきたいと思います。 

過年度と同様に、ここでは１つ１つの説明等の紹介は割愛させていただきます。 

以上が報告事項２つ目になります、特定事業計画の公表についてのご説明となります。 

【藤井会長】 

委員の皆様方のご意見に対するフィードバックではなくて、実際に特定事業計画とし

て進んでいるものを基本的に常に公表していく、そういったものを事務局のホームペー

ジなどの公開型で進めていくという、フィードバックを面的に展開するという下準備が

整ったということでございます。大変良いことでございますので、文言等については、先

ほどご指摘があったトイレの名称等、そういったところが修正できれば修正していただ

いて、ホームページに掲載されますので、各委員の皆様方も年ごとにどういう形で事業が

展開されているかということの事前チェックができる体制が整ってまいりました。また

そちらをご確認いただければと思います。 

皆様、こちらの件はよろしゅうございますか。ありがとうございます。 

【会場・ＷＥＢ】 

（意見・質問なし） 

【藤井会長】 

それでは、本日私がお預かりした内容は以上とさせていただきます。皆様、ご協力どう
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もありがとうございました。それでは最後に、事務局の方に進行を戻したいと思います。

事務局、よろしくお願いいたします。 

 

６ 閉会 

【事務局】 

会長、大変ありがとうございました。また委員の皆様も長時間のご審議、大変ありがと

うございました。 

以上をもちまして、第 15回千葉市バリアフリー基本構想推進協議会を終了いたします。

本日は大変ありがとうございました。 

 


